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有用機能を有する新規遺伝子・タンパク質の同定とその生物生産・再生医療分野への応用

●研究概要

生物生産や再生医療分野に応用できる有用な遺伝子・タン
パク質の機能を研究している。特に、生殖細胞で発現して全
能性を持つ細胞を規定する遺伝子の同定とその機能の解析
や、高品質和牛の枝肉形質を肥育期間に生体予測するバイ
オマーカータンパク質を開発する研究を展開している。
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● 論文.特許等
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・高品質牛を肥育期間で早期生体評価するバイオマーカーの開発
肉用牛生産農家は、優良な枝肉形質を有する肥育牛の安定的な確保によ
る、肉用牛の生産性の向上とその農業経営の安定化を求めています。しか
しながら、生産現場では各肥育農家の長年の経験に基づく農業経営となっ
ており、必ずしも肉用牛生産性が安定しているわけではありません。

もし、肥育牛個体毎に肥育状況を生体評価可能なバイオマーカーが開発
されて、肥育期間中に肥育牛の枝肉形質を早期に予測する新しい肥育診断
技術が実用化されたなら、「経験に基づく生産管理」から「科学的根拠に基
づく生産管理」への移行が可能となり、最終的に適切な飼養管理によって肥
育コストの低減が図られた安定的な肉用牛生産の農業経営の確立が期待
されます（論文４～６、特許１～８）

・生殖細胞における再プログラム化の分子機構の解明
生殖細胞である精子と卵が受精した受精卵は、生体内で唯一の分化全能
性（生体を構成する全ての細胞に自立的に分化することが可能である能力）
を持つ細胞である。その全能性の獲得・維持・喪失の分子機構は未だ解明
されていない。

言い換えると、生殖細胞に究極に分化した精子を受け入れる未受精卵の
細胞質内には、未解明の「分化した核の遺伝情報を再プログラム化し、未分
化状態に変換する機構」が存在している。今後、その分子機構の解明とその
制御に関わる遺伝子の同定は生物生産や再生医療分野において重要な情
報をもたらすことが期待される。（論文１～３、他）


